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要約 

本研究の目的は、すべての人が快適に電車に乗る為の策を明らかにすることである。調査によ

って、女性専用車両は男女性差に関わる大きな問題であり、痴漢防止の効果があまりないとい

うことが分かった。従って本研究では、女性専用車両を撤廃し、防犯カメラ等を設けて、車内

のセキュリティに重点を置くべきであるということが結論付けられた。 

 

Abstract 

The purpose of this study is to revealing the way for everyone to get on the train 

comfortably. The research shows that women-only cars are a major issue related to 

gender differences and are not very effective in preventing molestation. Therefore, 

in this study, it was concluded that the emphasis should be on security in trains, 

such as security cameras. 

 

１．序論 

 女性専用車両は、ジェンダーにおける現代社会の深刻な問題の一つであることを知った。女

性専用車両は、元々、痴漢による被害の防止の為に設けられたが、一方で、女性のみ専用車両

を設置することに対して差別だという意見もある。又、痴漢冤罪も、専用車両が関わる問題の

一つである。 

本研究では、これらの全ての意見を含有した案を導き出し、男女性差を狭め、且つ現状より

も更に快適な電車にするための折衷案を考える。 

 

２．研究手法 

① 本校 74 期生全生徒に次のようなアンケートを取る。 

【質問１】女性に対して：あなたは普段女性専用車両に乗るか。（はい/いいえ） 

男性に対して：もし男性専用車両が設置されたら乗るか。（はい/いいえ） 

その他の性に対して：専用車両に対してどう思うか。（記述） 

【質問２】あなたは専用車両が必要だと思うか。（女性のみ必要/男性のみ必要/両性必要/必要

ない/その他） 

【質問３】質問２で選んだ理由 

② アンケートを参考に、論文等で得た情報を踏まえて最適策を出す。 

 

３．結果 



 

 

① 【質問１】で、女性に関しては、はいという意見が過半数を占めたが、そのほとんどは車

両の近さや車両内の空き具合によるというものであった。又、男性に関しては、自身の気

分や車両内の空き具合によって乗車を検討する人が多く、少数だが、男性のみが乗車して

いる車両に乗ることを拒む意見もあった。 

【質問２】では、「女性のみ必要」と「両性必要」という意見が圧倒的に多かった。「女性

のみ必要」が選ばれた理由は主に二つで、一つは、男性専用車両の需要が分からないから

というもので、もう一つは女性専用車両のみが設置されている現状でも不満のない暮らし

ができているからというものであった。又、「両性必要」が選ばれた理由のほとんどは、女

性だけ設置されていることに違和感を覚えるからというものであり、痴漢及び痴漢冤罪を

防ぐ為という意見は少数であった。 

② 収集した情報によると、女性専用車両が普及し始めた年から現在まで、電車内の犯罪件数

はあまり減少傾向にない。また、交差点や公園、駅、地下道、駐車場などにおける防犯カ

メラの設置数が増える毎に、犯罪件数が著しく減少している。 

 

４．考察 

① アンケートの結果に基づくと、高校生で痴漢及び痴漢冤罪を思慮して乗車する人が少な

く、専用車両の需要はあまりない。又、たとえ痴漢に関する被害を恐れていたとしても、

毎回専用車両にこだわって乗る人は少ない。 

② 女性専用車両が普及し始めた年から現在まで、電車内の犯罪件数はあまり減少傾向にない

ことから、専用車両を撤去したとしてもほとんど影響をあたえない可能性がある。又、交

差点や公園、駅、地下道、駐車場などにおける防犯カメラの設置数が増える毎に、犯罪件

数が著しく減少しているので、電車内にも防犯カメラを応用することができれば、電車内

の犯罪件数も減少するかもしれない。 

 

５．結論 

全ての性別の人が快適に電車を利用するための折衷案は、女性専用車両を撤廃し、防犯カメ

ラを応用したものを設置することである。 
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